
テーマ 病院＆薬局薬剤師が多職種連携で
実践できる地域包括ケアと在宅医療

ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。
・JR学研都市線同志社前駅から徒歩約3分
・近鉄京都線興戸駅から徒歩約10分
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2016年度 第2回 
同志社女子大学 薬学部
卒後教育講演 参加費無料

川添 哲嗣 先生 南国病院 薬剤部長
全国薬剤師・在宅療養支援連絡会 副会長 
日本老年薬学会 理事

2017年 2月 5日 （日）  
13:00 ～ 15:00
 （12:30 開場）

会場
同志社女子大学 京田辺キャンパス

知徳館 C283教室

参加
申込み

インターネットより事前申込み
 『同志社女子大学 薬学部 生涯教育』のサイトに
アクセスしていただき、申込フォームに必要事項を
入力後、送信してください。

＊本講演は、日本薬剤師研修センター研修認定
薬剤師制度の単位（一単位）を申請中です。

＊薬剤師有資格者ならびに薬学部学生を対象と
していますが、一般の方にも公開いたします。

問合せ：同志社女子大学 薬学部・薬学研究科（Tel. 0774-65-8655, e-mail y-educat@dwc.doshisha.ac.jp）
主　催：同志社女子大学 薬学部・薬学研究科　後　援：同志社女子大学 薬学部 憩水会

地域包括ケアシステムの根本は「地域の患者さんにとって一番いいケアを多職種の輪を持って
成す連携システム」と言えます。多くの高齢者が「薬」を使用している中で、病院＆薬局薬剤師が
積極的に多職種連携で服薬支援に関わっていくことが強く求められています。そしてその際、
高齢者には適正な薬物治療ガイドラインの観点も盛り込んでいく必要があります。今回、「認知
症、残薬＆ポリファーマシー、緩和ケア」の３つのテーマについて、取り組み内容と薬剤師の関与
ポイント及び多職種との連携ポイントを熱く楽しくお伝えします。

http://www.dwc.doshisha.ac.jp/reserve-web/reserve/html/contents/index.html




